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円筒型リニアモータ 充実のラインアップ

シンプルなリニアモータシステム　－　リニアシャフトドライブ

リニアスケール不要 位置決め運転機能内蔵 自動磁極検出可能

シャフト
（材質 SUS304）

可動部
（材質 A6063S）

ギャップ

推力方向

高性能磁石

コイル
センサ基盤

防塵・防水

円筒型リニアモータは、コイルの中心に磁石を配置する構成となり、コイル全周で磁束を捉えるため、磁石から発生した磁束を効率よく推力に変換でき、小径シャ

フトでも高い推力が得られます。構造は可動部と磁石を内蔵したステンレスシャフトの簡単構造で、可動部はコア（鉄心）レスのため、吸着力が発生せず、組

み立てに煩わしさがありません。また、コイルは樹脂成形の採用により振動が抑制されます。

動作時は非接触なためクリーンで運転も静かです。さらに、コア（鉄心）レスは低コギングで低振動運転が可能で、ヒステリシス損も発生しません。

シャフトから発生する磁束を利用して

位置検出を行うため、外付け位置セ

ンサや原点センサを用意する必要が

ありません。

ドライバに運転機能を内蔵している

ため、外部コントローラを使用せず

に位置決め運転ができ、押し付け動

作や連続運転も容易に可能です。
（繰り返し位置決め精度±10μm）

可動部の材質は A6063S、シャフ

トの材質はSUS304で JIS 保護等

級の防塵・防水性は IP65 仕様で、

悪環境でも対応可能です。
（コネクタ部とドライバは除きます）

内蔵位置センサでシャフト磁極位置

を検出しますので起動後すぐに推力

を発生します。

・シャフト径φ16mm

・コイルセット数　2、3、5

・最高速度 4000mm/s

・ストローク有効長 199 ～ 1045mm

・位置決めポイント数 32 点

・速度設定数 32 個

・制振制御機能

定格推力11N～25N
最大推力51N～117N

・シャフト径φ25mm

・コイルセット数　2、4、6、8

・最高速度2600～4000mm/s

・ストローク有効長117～1041mm

・位置決めポイント数32点

・速度設定数32個

・制振制御機能

定格推力28N～118N
最大推力126N～532N

・シャフト径φ35mm

・コイルセット数　6

・最高速度2500mm/s

・ストローク有効長233～1253mm

・位置決めポイント数32点

・速度設定数10個

定格推力150N
最大推力700N

LINEAR SHAFT DRIVE

円筒型リニアモータシステム
リニアシャフトドライブは、円筒型の磁石をステンレス製パイプの中に固定したシャフト部と磁石を囲むようにコイルを配置した可動部とを組み合わ
せた円筒型リニアモータです。外付けリニアスケールを使用せず、シャフトから発生する磁束を利用し、可動部に内蔵した磁気センサと処理回路に
よって位置検出を行うことで、シンプルなリニアモータシステムを構築することができます。
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ご注文に際して

シャフト径
（φ35）
コイルセット数

シャフト長（L 寸法）

SHM-356-610 SHD-16-356
瞬時最大電流
16.0Ａ peak：16
可動部のシャフト径

（φ35）

可動部のコイルセット数

※ 可動部・シャフト及びドライバは、セットでの微調整を行っており、出荷時の組み合わせでのみ運転が可能です。

●可動部 ●ドライバ部

■ ドライバ仕様■ システム構成

④

⑧

⑤

⑦

⑥②① 支援ソフト
SHD-UTL
（別売）

エンコーダ
ケーブル

SHM-EC□
（別売）

I/Oコネクタ
セット

SHD-CN3
（別売）

パソコン
接続ケーブル

SHD-PC
（別売）

ドライバ（SHD）
電源

三相AC200V級可動部（SHM）

モータケーブル
SHM-MC□
（別売）

③

電源入力端子
SHD-TB

（ドライバに付属）

電源ケーブル
（お客様準備）

配線用遮断器
（MCCB）
漏電遮断器
（ELCB）

（お客様準備）

電磁接触器
（MC）

（お客様準備）
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取り付けねじ
サイズ：M５

■ 可動部仕様
型式 SHM-356

コイルセット数 6
定格推力 150 N
最大推力 700 N
最高速度 2500 mm／s
定格電流 2.4 A rms
最大電流 11.3 A rms
時間定格 連続
周囲温度 0～40 ℃
周囲湿度 80% RH以下（結露なきこと）
絶縁抵抗 DC 500 V 10 MΩ以上
絶縁耐圧 AC 1500 V １分間

耐熱クラス Ｆ種（コイル部）
構造 全閉・自冷

シャフト単位質量 0.0073 kg／mm
可動部質量 2.0 kg
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SHM-356 推力-速度特性
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■ 可動部寸法

型式 SHD-16-356

可動部コイルセット数 6
入力電源 主電源：三相 AC 200 V　制御電源：単相 AC 200 V

入力電源範囲（共通） AC 200 ～ 230 V ＋ 10 ～－ 15 %　50 ／ 60 Hz　± 5 %
連続定格出力電流 2.4 A rms
最大電流（制限） 11.3 A rms

最大瞬時電流（波高値） 16.0 A peak
電源設備容量 1.6 kVA

位置指令
パルス入力

信号 ラインドライバ信号
入力形式 2 パルス、1 パルス、2 相パルスから選択

最大周波数 4 M パルス／ s
入力信号 専用入力、汎用入力　全 16 点
出力信号 専用出力、汎用出力　全 16 点

モニタ出力 運転状態アナログ電圧出力
制御機能 スムージング機能、オートチューニング機能
制限機能 速度制限、推力制限、可動範囲制限

内蔵位置決め機能 位置決めポイント数：32 点、速度設定数：10 個
保護機能 過負荷、過電流、過電圧、センサ断線、メモリ異常

支援ソフト（SHD-UTL） パラメータ設定、モニタ表示、プログラム編集・設定、オートチューニング、データの保存・ドライバへの転送
周囲温度 0 ～ 40 ℃
周囲湿度 80 % RH 以下（結露なきこと）

質量 1.2 kg

■ ドライバ寸法 ■ ドライバ表示パネル

型式
ストローク有効長　[mm] CAD

ファイル No.L=610 L=780 L=950 L=1120 L=1290 L=1460 L=1630

SHM-356 233 403 573 743 913 1083 1253 ―

運転中及び停止中：
速度、推力、負荷率など
を表示します
アラームモード：
アラーム内容をコード表示
します

MODEキー

プログラムモード：
パラメータ/プログラム
データの設定ができます

SETキー

パラメータ/プログラム
データの設定値を確定す
ることができます

UP・DOWNキー

パラメータ/プログラム
データの設定値を変える
ことができます

POWER LED

電源が確立した際に点灯
します

LEDモニタ

サーボONで点灯、アラー
ム発生で消点します

モニタ出力端子

１：モニタ１出力端子
２：モニタ２出力端子
G：モニタ出力GND端子

SERVO LED

番号 名称 説明

① 可動部 可動部（コイル）とシャフト（磁石）から構成
されています。

② ドライバ 可動部を運転するためのドライバです。

③ 電源入力端子 電源ケーブルを接続する端子です。
（ドライバ付属品）

④ モータケーブル ドライバと可動部モータを接続するための
ケーブルです。（別売品）

⑤ エンコーダケーブル ドライバと可動部エンコーダを接続するための
ケーブルです。（別売品）

⑥ 支援ソフト ドライバの設定・変更をパソコン上で行うための
ソフトウエアです。（別売品）

⑦ パソコン接続ケーブル パソコンに接続するためのケーブルです。
（別売品）

⑥ Ｉ／Ｏコネクタセット 指令信号をドライバに入・出力するための
コネクタです。（別売品）

LINEAR SHAFT DRIVE φ35

定格推力 150N
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ご注文に際して
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周囲温度 0～40 ℃
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シャフト単位質量 0.0073 kg／mm
可動部質量 2.0 kg

推
力［

N
］

速度［m／s］
0 2

0
1 3

SHM-356 推力-速度特性

500

400

300

200

100

600

700

800

定格推力

最大推力

８０１００

１１０

８０（７７）

１１０２０

（２６４）

L（シャフト長）

２６０

１０００

（２５）

５０

４
５

１２－Ｍ６×８
（取り付けねじ）

４－φ５×８
位置決めピン取り付け穴

原点復帰時、
可動部端位置 基準ライン

６０

φ３７

１０．５

６
０

３
０

．５

φ
３

５

可動部穴径
1.0（ギャップ）

基準マーク

■ 可動部寸法

型式 SHD-16-356

可動部コイルセット数 6
入力電源 主電源：三相 AC 200 V　制御電源：単相 AC 200 V

入力電源範囲（共通） AC 200 ～ 230 V ＋ 10 ～－ 15 %　50 ／ 60 Hz　± 5 %
連続定格出力電流 2.4 A rms
最大電流（制限） 11.3 A rms

最大瞬時電流（波高値） 16.0 A peak
電源設備容量 1.6 kVA

位置指令
パルス入力

信号 ラインドライバ信号
入力形式 2 パルス、1 パルス、2 相パルスから選択

最大周波数 4 M パルス／ s
入力信号 専用入力、汎用入力　全 16 点
出力信号 専用出力、汎用出力　全 16 点

モニタ出力 運転状態アナログ電圧出力
制御機能 スムージング機能、オートチューニング機能
制限機能 速度制限、推力制限、可動範囲制限

内蔵位置決め機能 位置決めポイント数：32 点、速度設定数：10 個
保護機能 過負荷、過電流、過電圧、センサ断線、メモリ異常

支援ソフト（SHD-UTL） パラメータ設定、モニタ表示、プログラム編集・設定、オートチューニング、データの保存・ドライバへの転送
周囲温度 0 ～ 40 ℃
周囲湿度 80 % RH 以下（結露なきこと）

質量 1.2 kg

■ ドライバ寸法 ■ ドライバ表示パネル

型式
ストローク有効長　[mm] CAD

ファイル No.L=610 L=780 L=950 L=1120 L=1290 L=1460 L=1630

SHM-356 233 403 573 743 913 1083 1253 ―

運転中及び停止中：
速度、推力、負荷率など
を表示します
アラームモード：
アラーム内容をコード表示
します

MODEキー

プログラムモード：
パラメータ/プログラム
データの設定ができます

SETキー

パラメータ/プログラム
データの設定値を確定す
ることができます

UP・DOWNキー

パラメータ/プログラム
データの設定値を変える
ことができます

POWER LED

電源が確立した際に点灯
します

LEDモニタ

サーボONで点灯、アラー
ム発生で消点します

モニタ出力端子

１：モニタ１出力端子
２：モニタ２出力端子
G：モニタ出力GND端子

SERVO LED

番号 名称 説明

① 可動部 可動部（コイル）とシャフト（磁石）から構成
されています。

② ドライバ 可動部を運転するためのドライバです。

③ 電源入力端子 電源ケーブルを接続する端子です。
（ドライバ付属品）

④ モータケーブル ドライバと可動部モータを接続するための
ケーブルです。（別売品）

⑤ エンコーダケーブル ドライバと可動部エンコーダを接続するための
ケーブルです。（別売品）

⑥ 支援ソフト ドライバの設定・変更をパソコン上で行うための
ソフトウエアです。（別売品）

⑦ パソコン接続ケーブル パソコンに接続するためのケーブルです。
（別売品）

⑥ Ｉ／Ｏコネクタセット 指令信号をドライバに入・出力するための
コネクタです。（別売品）

LINEAR SHAFT DRIVE φ35

定格推力 150N
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■ パラメータ■ 基本結線

LC1
LC2
L1
L2
L3
P
R
N1
N2

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10 
11
12
13
14
15
16
35
36

MODE
HOME
SERVO
START/PWRITE
STOP/JSTOP
RESET
POINT1
POINT2
POINT4
POINT8
POINT16
IN0/JOG＋
IN1/JOG－
IN2
IN3
IN4
EMER
0V

U
V
W

17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32

MOUT
MOVE

INPOS/WREND
HEND
ZONE

READY
ALARM

PEND1/ALARM0
PEND2/ALARM1

PEND4
PEND8

PEND16
OUT0
OUT1
OUT2
OUT3

C
N

3

TB
1

TB
2

C
N

4

SHD SHM
主回路部

制御回路部

MCMCCB
又は

ELCB

電源 三相
AC200V級

接地端子

接地端子

LC1
LC2
L1
L2
L3
P
R
N1
N2

2
3
5
6
19
20
21
22
23
24
25
35
36
33
15
34
16

HOME
SERVO
LIMIT
RESET
INPOS
HEND
ZONE
READY
ALARM
ALARM0
ALARM1
EMER
0V
PA＋
PA
PB＋
PB

U
V
W

C
N

3

TB
1

TB
2

C
N

4

SHD SHM
主回路部

制御回路部

MCMCCB
又は

ELCB

電源 三相
AC200V級

接地端子

接地端子

■ 入出力信号用コネクタ配列（ＣＮ３）
●プロコンモード（内蔵位置決め機能） ●パルス制御モード

●プロコンモード（内蔵位置決め機能） ●パルス制御モード

ピンNo. 端子記号 信号名

1 ― 使用しません
2 HOME 原点復帰
3 SERVO サーボON／OFF
4 ― 使用しません
5 LIMIT 推力制限
6 RESET リセット
7 ― 使用しません
8 ― 使用しません
9 ― 使用しません
10 ― 使用しません
11 ― 使用しません
12 ― 使用しません
13 ― 使用しません
14 ― 使用しません
15 PA 指令パルス入力A－
16 PB 指令パルス入力B－
17 ― 使用しません
18 ― 使用しません
19 INPOS 位置決め完了
20 HEND 原点復帰完了
21 ZONE ゾーン出力
22 READY レディ出力
23 ALARM アラーム出力
24 ALARM0 アラームコード0出力
25 ALARM1 アラームコード1出力
26 ― 使用しません
27 ― 使用しません
28 ― 使用しません
29 ― 使用しません
30 ― 使用しません
31 ― 使用しません
32 ― 使用しません
33 PA＋ 指令パルス入力A＋
34 PB＋ 指令パルス入力B＋
35 EMER 非常停止入力
36 0V 入出力コモン

名称 設定値 単位 内容

制御モード 0：プロコン ― ドライバの制御モードを設定
0：プロコン（プログラムコントロール制御）　1：パルス（パルス指令入力による制御）

センサ選択 0：内部 ― 位置センサの種類を設定　0：内部　1：外部
外部センサ分解能 10 0.1μm 外部センサの分解能を設定　設定値 1～1000

HLS選択 0：内蔵 ― 原点リミットの種類を選択　0：内蔵　1：外部正論理　2：外部負論理
位置決め完了範囲 50 （10μm） 位置決め完了出力の判定値を設定　設定値 0～40000000

許容位置偏差 1000 （10μm） 許容偏差異常の判定値を設定　設定値 0～40000000
原点復帰第一速度 5000 （10μm／s） 原点復帰時の原点リミット検出駆動速度　設定値 1～40000000
原点復帰第二速度 1000 （10μm／s） 原点復帰時の原点ゼロ位置駆動速度　設定値 1～40000000
原点復帰加減速度 500000 （10μm／s2) 原点復帰駆動の加減速度　設定値 1～40000000
原点復帰オフセット 0 （10μm） 原点とする位置とモータの絶対原点位置とのオフセット量を設定　設定値 0～40000000

推力制限 100 % 推力を設定　設定値 0～1000
ゾーン出力範囲＋ 1000 （10μm／s） ゾーン出力を行う位置範囲を設定　設定値 ー40000000～40000000

※現在位置がこの範囲にあるときゾーン出力がONゾーン出力範囲－ 0 （10μm／s）
＋可動限界 30000 （10μm） 可動範囲を狭めるときに設定　設定値 0～40000000

点検端子1出力選択 1：帰還速度 ― 点検端子に出力項目を設定
0：指令速度　1：帰還速度　2：指令推力　3：発生推力　4：位置偏差　5：主電源電圧　6：負荷率点検端子2出力選択 3：発生推力 ―

点検端子1出力係数 100000 選択による 点検端子に出力する電圧の係数を設定　設定値 0～40000000

点検端子2出力係数 300 選択による 速度：（パルス／s）／10V　推力：%／10V　偏差：パルス／10V　負荷率：%／10V　
中間直流電圧：V／10V

初期表示 ― ― 電源投入時に7seg.LEDに表示される状態表示の項目を設定
位置比例ゲイン 1500 ― 位置アンプの比例ゲインを設定　設定値 0～10000
位置FFゲイン 0 ― 位置アンプのフィードフォワードゲイン　設定値 0～100

速度比例ゲイン 100 ― 速度アンプの比例ゲインを設定　設定値 0～10000
速度積分ゲイン 500 ― 速度アンプの積分ゲインを設定　設定値 0～10000
CN1通信速度 6：115200 ビット／s 通信速度を設定

0：4800　1：9600　2：19200　3：38400　4：57600　5：76800　6：115200CN2通信速度 6：115200 ビット／s
CN2通信プロトコル 0：標準 ― CN2通信の通信プロトコルを選択　0：標準　1：タッチパネル
CN2通信信号形式 0：RS-232C ― CN2通信の通信形式を設定します。　0：RS-232C　1：RS-485

CN2通信RS-485待ち時間 10 ms CN2通信をRS-485で使用するとき、命令の受信から応答までの待ち時間を設定　設定値 0～1000
通信局番 0 ― 複数のドライバをRS-485で数珠繋ぎする場合のドライバの通信局番を設定　設定値 0～127
負荷質量 ― 0.1kg 負荷質量を設定　設定値 0～3000　※リアルタイムチューニング選択時推定結果が設定
応答特性 ― ― 機械剛性に応じた応答特性を設定　設定値 0～300

チューニング種類 2：マニュアル ―

チューニングの種類を設定
0：リアルタイム（負荷質量を推定し、自動でチューニングを行う）
1：質量設定（設定された負荷質量を元にチューニングを行う）
2：マニュアル（手動で設定された制御ゲイン値を元にチューニングを行う）

チューニング動作 0：無効 ―
チューニングの動作を設定
0：無効（マニュアルチューニングが有効）
1：有効（リアルタイムチューニング・質量設定チューニングが有効）

スムージング 0：無効 ―
速度パターンにより制御ゲインを変化
0：無効（速度パターンによる制御ゲインの変化なし）
1：弱　2：中　3：強（ゲインの変化率が選択可能）　4：特殊

ジョグ運転低速度 1000 （10μm／s） 低速でのジョグ運転・インチング運転のときの速度を設定　設定値 1～40000000
ジョグ運転高速度 10000 （10μm／s） 高速でのジョグ運転・インチング運転のときの速度を設定　設定値 1～40000000

インチング運転距離 10 （10μm） インチング運転のときの移動量を設定　設定値 0～40000000
ジョグ・インチング運転加速度 100000 （10μm／s2) ジョグ運転（低速・高速）・インチング運転のときの加減速度を設定　設定値 1～1000000000

押し付け範囲 80 % 押し付け動作を行う範囲を設定　設定値 0～100
押し付け速度 1000 （10μm／s） 押し付け動作時の速度を設定　設定値 1～40000000 

位置決め判定時間 100 ms 位置決め完了を判定する時間を設定　設定値 0～1000　※0で判定なし
指令パルス入力形式 0：2パルス ― 指令パルスの信号形式を選択　0：2パルス　1：1パルス　2：2相4逓倍　3：2相2逓倍

加減速度制限 0 ms 指令パルスの加減速度制限を設定　設定値 0～10000
Ｓ字加減速 0 ms 指令パルスにＳ字加減速をつけるときに設定　設定値 0～1000

ピンNo. 端子記号 信号名

1 MODE 動作モード選択
2 HOME 原点復帰
3 SERVO サーボON／OFF
4 START／PWRITE スタート指令／ポイント書込み
5 STOP／JSTOP 一時停止／移動禁止
6 RESET リセット
7 POINT1 ポイント選択1
8 POINT2 ポイント選択2
9 POINT4 ポイント選択4
10 POINT8 ポイント選択8
11 POINT16 ポイント選択16
12 IN0／JOG ＋ 汎用入力0／＋ジョグ／＋インチング
13 IN1／JOG － 汎用入力1／－ジョグ／－インチング
14 IN2／JOG HI 汎用入力2／ジョグ高速
15 IN3 汎用入力3
16 IN4 汎用入力4
17 MOUT 現在動作モード
18 MOVE 移動中
19 INPOS／WREND 位置決め完了／ポイント書込み完了
20 HEND 原点復帰完了
21 ZONE ゾーン出力
22 READY レディ出力
23 ALARM アラーム出力
24 PEND1／ALARM0 ポイント完了1出力／アラームコード0出力
25 PEND2／ALARM1 ポイント完了2出力／アラームコード1出力
26 PEND4 ポイント完了4出力
27 PEND8 ポイント完了8出力
28 PEND16 ポイント完了16出力
29 OUT0 汎用出力0
30 OUT1 汎用出力1
31 OUT2 汎用出力2
32 OUT3 汎用出力3
33 ― 使用しません
34 ― 使用しません
35 EMER 非常停止入力
36 0V 入出力コモン

※ ドライバの入力側 (１次側 ) には配線保護のため、配線用遮断器 (MCCB) または漏電遮断器 (ELCB)( 過電流保護機能付き ) を設置してください。また、推奨容量以上の遮断器は使用しないでください。　※ MCCB または
ELCB とは別に電源からドライバを切り離す場合は電磁接触器 (MC) を設置してください。　※ 制御信号線にはツイスト線を使用してください。　※ シールドは接地してください。　※ ノイズによる誤動作を防ぐために主回路配線は
できるだけ離し、決して同一ダクト内に入れないでください。　※ 実際の接続の際は必ず取扱説明書をご参照ください。

上位コン
トローラ
からのパ
ルス指令

LINEAR SHAFT DRIVE φ35

定格推力 150N
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■ パラメータ■ 基本結線
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■ 入出力信号用コネクタ配列（ＣＮ３）
●プロコンモード（内蔵位置決め機能） ●パルス制御モード

●プロコンモード（内蔵位置決め機能） ●パルス制御モード

ピンNo. 端子記号 信号名

1 ― 使用しません
2 HOME 原点復帰
3 SERVO サーボON／OFF
4 ― 使用しません
5 LIMIT 推力制限
6 RESET リセット
7 ― 使用しません
8 ― 使用しません
9 ― 使用しません
10 ― 使用しません
11 ― 使用しません
12 ― 使用しません
13 ― 使用しません
14 ― 使用しません
15 PA 指令パルス入力A－
16 PB 指令パルス入力B－
17 ― 使用しません
18 ― 使用しません
19 INPOS 位置決め完了
20 HEND 原点復帰完了
21 ZONE ゾーン出力
22 READY レディ出力
23 ALARM アラーム出力
24 ALARM0 アラームコード0出力
25 ALARM1 アラームコード1出力
26 ― 使用しません
27 ― 使用しません
28 ― 使用しません
29 ― 使用しません
30 ― 使用しません
31 ― 使用しません
32 ― 使用しません
33 PA＋ 指令パルス入力A＋
34 PB＋ 指令パルス入力B＋
35 EMER 非常停止入力
36 0V 入出力コモン

名称 設定値 単位 内容

制御モード 0：プロコン ― ドライバの制御モードを設定
0：プロコン（プログラムコントロール制御）　1：パルス（パルス指令入力による制御）

センサ選択 0：内部 ― 位置センサの種類を設定　0：内部　1：外部
外部センサ分解能 10 0.1μm 外部センサの分解能を設定　設定値 1～1000

HLS選択 0：内蔵 ― 原点リミットの種類を選択　0：内蔵　1：外部正論理　2：外部負論理
位置決め完了範囲 50 （10μm） 位置決め完了出力の判定値を設定　設定値 0～40000000

許容位置偏差 1000 （10μm） 許容偏差異常の判定値を設定　設定値 0～40000000
原点復帰第一速度 5000 （10μm／s） 原点復帰時の原点リミット検出駆動速度　設定値 1～40000000
原点復帰第二速度 1000 （10μm／s） 原点復帰時の原点ゼロ位置駆動速度　設定値 1～40000000
原点復帰加減速度 500000 （10μm／s2) 原点復帰駆動の加減速度　設定値 1～40000000
原点復帰オフセット 0 （10μm） 原点とする位置とモータの絶対原点位置とのオフセット量を設定　設定値 0～40000000

推力制限 100 % 推力を設定　設定値 0～1000
ゾーン出力範囲＋ 1000 （10μm／s） ゾーン出力を行う位置範囲を設定　設定値 ー40000000～40000000

※現在位置がこの範囲にあるときゾーン出力がONゾーン出力範囲－ 0 （10μm／s）
＋可動限界 30000 （10μm） 可動範囲を狭めるときに設定　設定値 0～40000000

点検端子1出力選択 1：帰還速度 ― 点検端子に出力項目を設定
0：指令速度　1：帰還速度　2：指令推力　3：発生推力　4：位置偏差　5：主電源電圧　6：負荷率点検端子2出力選択 3：発生推力 ―

点検端子1出力係数 100000 選択による 点検端子に出力する電圧の係数を設定　設定値 0～40000000

点検端子2出力係数 300 選択による 速度：（パルス／s）／10V　推力：%／10V　偏差：パルス／10V　負荷率：%／10V　
中間直流電圧：V／10V

初期表示 ― ― 電源投入時に7seg.LEDに表示される状態表示の項目を設定
位置比例ゲイン 1500 ― 位置アンプの比例ゲインを設定　設定値 0～10000
位置FFゲイン 0 ― 位置アンプのフィードフォワードゲイン　設定値 0～100

速度比例ゲイン 100 ― 速度アンプの比例ゲインを設定　設定値 0～10000
速度積分ゲイン 500 ― 速度アンプの積分ゲインを設定　設定値 0～10000
CN1通信速度 6：115200 ビット／s 通信速度を設定

0：4800　1：9600　2：19200　3：38400　4：57600　5：76800　6：115200CN2通信速度 6：115200 ビット／s
CN2通信プロトコル 0：標準 ― CN2通信の通信プロトコルを選択　0：標準　1：タッチパネル
CN2通信信号形式 0：RS-232C ― CN2通信の通信形式を設定します。　0：RS-232C　1：RS-485

CN2通信RS-485待ち時間 10 ms CN2通信をRS-485で使用するとき、命令の受信から応答までの待ち時間を設定　設定値 0～1000
通信局番 0 ― 複数のドライバをRS-485で数珠繋ぎする場合のドライバの通信局番を設定　設定値 0～127
負荷質量 ― 0.1kg 負荷質量を設定　設定値 0～3000　※リアルタイムチューニング選択時推定結果が設定
応答特性 ― ― 機械剛性に応じた応答特性を設定　設定値 0～300

チューニング種類 2：マニュアル ―

チューニングの種類を設定
0：リアルタイム（負荷質量を推定し、自動でチューニングを行う）
1：質量設定（設定された負荷質量を元にチューニングを行う）
2：マニュアル（手動で設定された制御ゲイン値を元にチューニングを行う）

チューニング動作 0：無効 ―
チューニングの動作を設定
0：無効（マニュアルチューニングが有効）
1：有効（リアルタイムチューニング・質量設定チューニングが有効）

スムージング 0：無効 ―
速度パターンにより制御ゲインを変化
0：無効（速度パターンによる制御ゲインの変化なし）
1：弱　2：中　3：強（ゲインの変化率が選択可能）　4：特殊

ジョグ運転低速度 1000 （10μm／s） 低速でのジョグ運転・インチング運転のときの速度を設定　設定値 1～40000000
ジョグ運転高速度 10000 （10μm／s） 高速でのジョグ運転・インチング運転のときの速度を設定　設定値 1～40000000

インチング運転距離 10 （10μm） インチング運転のときの移動量を設定　設定値 0～40000000
ジョグ・インチング運転加速度 100000 （10μm／s2) ジョグ運転（低速・高速）・インチング運転のときの加減速度を設定　設定値 1～1000000000

押し付け範囲 80 % 押し付け動作を行う範囲を設定　設定値 0～100
押し付け速度 1000 （10μm／s） 押し付け動作時の速度を設定　設定値 1～40000000 

位置決め判定時間 100 ms 位置決め完了を判定する時間を設定　設定値 0～1000　※0で判定なし
指令パルス入力形式 0：2パルス ― 指令パルスの信号形式を選択　0：2パルス　1：1パルス　2：2相4逓倍　3：2相2逓倍

加減速度制限 0 ms 指令パルスの加減速度制限を設定　設定値 0～10000
Ｓ字加減速 0 ms 指令パルスにＳ字加減速をつけるときに設定　設定値 0～1000

ピンNo. 端子記号 信号名

1 MODE 動作モード選択
2 HOME 原点復帰
3 SERVO サーボON／OFF
4 START／PWRITE スタート指令／ポイント書込み
5 STOP／JSTOP 一時停止／移動禁止
6 RESET リセット
7 POINT1 ポイント選択1
8 POINT2 ポイント選択2
9 POINT4 ポイント選択4
10 POINT8 ポイント選択8
11 POINT16 ポイント選択16
12 IN0／JOG ＋ 汎用入力0／＋ジョグ／＋インチング
13 IN1／JOG － 汎用入力1／－ジョグ／－インチング
14 IN2／JOG HI 汎用入力2／ジョグ高速
15 IN3 汎用入力3
16 IN4 汎用入力4
17 MOUT 現在動作モード
18 MOVE 移動中
19 INPOS／WREND 位置決め完了／ポイント書込み完了
20 HEND 原点復帰完了
21 ZONE ゾーン出力
22 READY レディ出力
23 ALARM アラーム出力
24 PEND1／ALARM0 ポイント完了1出力／アラームコード0出力
25 PEND2／ALARM1 ポイント完了2出力／アラームコード1出力
26 PEND4 ポイント完了4出力
27 PEND8 ポイント完了8出力
28 PEND16 ポイント完了16出力
29 OUT0 汎用出力0
30 OUT1 汎用出力1
31 OUT2 汎用出力2
32 OUT3 汎用出力3
33 ― 使用しません
34 ― 使用しません
35 EMER 非常停止入力
36 0V 入出力コモン

※ ドライバの入力側 (１次側 ) には配線保護のため、配線用遮断器 (MCCB) または漏電遮断器 (ELCB)( 過電流保護機能付き ) を設置してください。また、推奨容量以上の遮断器は使用しないでください。　※ MCCB または
ELCB とは別に電源からドライバを切り離す場合は電磁接触器 (MC) を設置してください。　※ 制御信号線にはツイスト線を使用してください。　※ シールドは接地してください。　※ ノイズによる誤動作を防ぐために主回路配線は
できるだけ離し、決して同一ダクト内に入れないでください。　※ 実際の接続の際は必ず取扱説明書をご参照ください。
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メインメニュー サブメニュー 機能説明

プログラム編集 ― 位置データの新規作成／編集及びファイル化を行います。ドライバと位置データのUP／DOWNロードを行います。
速度編集 ― 速度データの新規作成／編集及びファイル化を行います。ドライバと速度データのUP／DOWNロードを行います。

パラメータ編集 ― パラメータデータの新規作成／編集及びファイル化を行います。ドライバとパラメータデータのUP／DOWNロードを行います。
マクロ編集 ― マクロデータの新規作成／編集及びファイル化を行います。ドライバとマクロデータのUP／DOWNロードを行います。

接続 ― パソコンとドライバ間の通信を接続します。
切断 ― パソコンとドライバ間の通信を切断します。

状態表示

入出力 ドライバのＩ／Ｏ（CN3）コネクタの入出力状態が確認できます。
フラグ ドライバの内部フラグの状態が確認できます。
波形 指令速度、帰還速度、指令推力、発生推力、位置偏差、主電源電圧、負荷率の内同時に3項目まで波形表示できます。

アラーム 現在発生しているアラーム及び過去8回までのアラーム履歴が確認できます。また、履歴の消去・アラームのリセットもできます。
チューニング ― スムージングの設定、チューニング方法の選択が行えます。

ファイル ― ドライバ内に保存されているプログラム・速度・パラメータ・マクロデータをファイル化しパソコン内に保存できます。
また、パソコン内に保存されているファイルをドライバへ送信することもできます。

設定 ― パソコン側の通信設定を行います。
ヘルプ ― 支援ソフトの操作方法が参照できます。

項目 最低動作環境 推奨動作環境

プロセッサ Intel Pentium4 1.6GHz または、相当の性能を持つ互換CPU Intel製CPU 2.4GHz または、相当の性能を持つ互換CPU
メモリ OS起動時に空きメモリが128Mバイト以上 OS起動時に空きメモリが512Mバイト以上

ハードディスク容量 10Mバイト以上
ディスプレイ解像度 SVGA（800×600ピクセル）以上 XGA（1024×768ピクセル）または、それ以上

グラフィック 上記解像度にて16ビット（32768色）以上で表示可能なグラフィック 最低動作環境に加え、2Dアクセラレータ機能を搭載
OS Windows 2000（SP4）・Windows XP（SP2） Windows XP（Pro/Home）・サービスパック3 32ビット版

通信ポート RS-232C通信ポート（USB-シリアル変換機使用可）
その他 キーボード、マウス、光学ドライブ（インストール用）

型式 ケーブル長さ

SHM-MC050 500mm
SHM-MC100 1000mm
SHM-MC200 2000mm
SHM-MC300 3000mm

型式 ケーブル長さ

SHM-EC050 500mm
SHM-EC100 1000mm
SHM-EC200 2000mm
SHM-EC300 3000mm

型式
対象ドライバ

SHD2-06 SHD2-08 SHD-16

SHD2-UTL ● ●
SHD-UTL ●

電源入力端子（TB1N）用 FRONT MSTB 2,5 / 9-ST フェニックス・コンタクト製
可動部出力端子（TB2N）用 FRONT MSTB 2,5 / 3-ST フェニックス・コンタクト製

ドライバ通信コネクタ（CN1） E6-200J-100 中央無線製
Ｉ/０コネクタ（CN3）用（SHD2）10150-3000PE / 10350-52A0-008 住友3M製
Ｉ/０コネクタ（CN3）用（SHD）10136-3000PE / 10336-52A0-008 住友3M製

センサコネクタ（CN4）用 10114-3000PE / 10314-52A0-008 住友3M製

型式
対象ドライバ

SHD2-06 SHD2-08 SHD-16

SHD2-ＣＮ ● ●
SHD-ＣＮ３ ●

型式：SHD-PC

■ モータケーブル ■ エンコーダケーブル■ 支援ソフト機能

■ 表示画面

■ 動作環境

■ 支援ソフト

■ Ｉ／Ｏコネクタセット

■ プロトコルコンバータ

■ パソコン接続ケーブル

■ 各種コネクタ
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型式：SHD-GTW

単位［mm］

D90 実行フラグ

D91コマンド

D92 SHD局番

D93 PLCアドレス

D94 SHDアドレス

D95 個数
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各社シーケンサ SHDドライバ
SHD-GTW

プロトコルコンバータ

ドライバと可動部モータを接続するためのケー
ブルです。

ドライバの設定・変更をパソコン上で行うための
ソフトウエアです。ドライバによって、支援ソフト
が異なります。

指令信号をＩ／Ｏコネクタに入・出力するための
コネクタです。ドライバによって、コネクタが異
なります。

各種ケーブル類をお客様にて製作いただく場合、下表のコネクタが適合します。

PLC（シーケンサ）からリニアシャフトドライブドライバのパラメータ、位置デー
タ、速度データを書き換えるためのプロトコルコンバータです。
通信プロトコルは、三菱PLC（形式４）、オムロンPLC（上位リンクモード）を標準
サポートしています。（その他のメーカにも対応可能）

ドライバと可動部エンコーダを接続するための
ケーブルです。

ドライバとDOS/Vパソコンを接続するための
ケーブルです。
ケーブル長さ2000mm

D91～D95を設定後、『1』を設定すると送受信を開始します。
（最大14データ連続送信／受信）
実施したいコマンド番号を設定します。
0：読み出し 1：書き込み 2：FLASH保存

通信するリニアシャフトドライブの局番を設定します。

読み出し／書き込みするPLC側のメモリ領域アドレス番号を設
定します。

SHD側のメモリ領域アドレス番号を設定します。

D93、D94で設定したアドレスを先頭に転送するデータ数を設
定します。

LINEAR SHAFT DRIVE φ35

定格推力 150N
LINEAR SHAFT DRIVE

オプション （別売品）


